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図 4　 ハーンが子どもたちとラムネを飲んだ焼津和田浜
（著者撮影）




リンズに移り住んでから，1884 年 8 月末から一カ月余
り，1886 年 7 月初めから同じく一カ月ほど取材を兼ね
て滞在したメキシコ湾内のグランド島から友人に書き
送った手紙によってである。その後，1887 年から来日
直前の 1889 年にかけての 2 年間を仏領西インド（マル
ティニーク）で過ごしたハーンは，5 時に起床し，朝食
後ひと泳ぎして調べ物や著作活動などの仕事にとりかか



















1904 年の 4 月に次男巌を大久保尋常小学校に入れるの
と同時に，一雄も同小学校の 4 年生に編入学させてい












 6） 引用は，Life and Letters edited by Elizabeth Bisland in 
three volumes, Vol. II, Boston and New York, Houghton 








 8） 以下，加賀の潜戸のくだりの引用は，The Writings of 
Lafcadio Hearn, Vol. V, Boston and New York, Hough-













11） 以上引用は，The Writings of Lafcadio Hearn, Vol. VI, 





















17） ハーンは没年となった 1904 年，8 月一杯を焼津で過ご
し，8 月 30 日に帰京している．心臓発作で息を引き
取ったのは，それから一カ月もたたない 9 月 26 日のこ
とである．
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